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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 36,715 10.5 3,920 6.0 4,236 7.3 2,879 9.8

2021年3月期第2四半期 33,225 △7.5 3,699 △8.6 3,948 △6.0 2,621 △6.9

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　4,777百万円 （△2.7％） 2021年3月期第2四半期　　4,911百万円 （109.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 150.24 ―

2021年3月期第2四半期 136.62 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第2四半期 103,662 72,822 68.8 3,721.86

2021年3月期 97,958 68,581 68.5 3,501.85

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 71,326百万円 2021年3月期 67,112百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 15.50 ― 27.50 43.00

2022年3月期 ― 21.50

2022年3月期（予想） ― 21.50 43.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 70,000 1.6 6,000 △19.9 6,500 △19.2 4,400 △18.1 229.59

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 24,986,599 株 2021年3月期 24,986,599 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 5,822,522 株 2021年3月期 5,821,594 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 19,164,400 株 2021年3月期2Q 19,189,802 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料
2ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報　（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の再拡大により、政府による緊

急事態宣言やまん延防止等重点措置が広い範囲で継続的に適用され経済活動に大きな影響を及ぼしました。一方

でワクチン接種が進み、感染収束の兆しがみられるものの、先行きは依然として不透明な状況が続いておりま

す。

当社グループの主力製品であるコンクリートパイル業界におきましては、官公需要、民間需要ともに前年同期

並みに推移し、業界全体の出荷量は前年同期比で100.3％となりました。

当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は367億15百万円（前年同四半期比10.5％増）、

営業利益は39億20百万円（同6.0％増）、経常利益は42億36百万円（同7.3％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は28億79百万円（同9.8％増）となりました。

　 セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　① コンクリート二次製品関連事業

コンクリート二次製品関連事業につきましては、主力のコンクリートパイル部門において前年同四半期並み

に需要が推移する中で、販売強化に努めました。その結果、当部門の売上高は309億65百万円（前年同四半期

比14.0％増）となり、営業利益は36億20百万円（同7.7％増）となりました。

　② 情報関連事業

情報関連事業につきましては、ハードウェア関連の販売減少等により、売上高は29億18百万円（前年同四半

期比17.5％減）となり、営業利益は1億54百万円（同32.3％減）となりました。

　③ その他事業

その他事業につきましては、新型コロナウイルス感染症によりホテル事業において稼働率が低迷しておりま

すが、環境衛生事業の収集運搬部門やリサイクル部門の業績の伸長が寄与し、売上高は28億31百万円（前年同

四半期比12.3％増）となり、営業利益は4億88百万円（同6.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は1,036億62百万円となり、前連結会計年度末と比べ57億3百万

円増加いたしました。これは主に、現預金等の流動資産及び投資等の固定資産の増加によるものであります。

　負債合計は308億39百万円となり、前連結会計年度末と比べ14億62百万円増加いたしました。これは主に、仕

入債務等の流動負債の増加、固定負債の繰延税金負債の増加によるものであります。

　純資産合計は728億22百万円となり、前連結会計年度末と比べ42億40百万円増加いたしました。これは主に、

利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の増加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期連結業績予想につきまして、当第２四半期連結累計期間の業績は、コンクリートパイル部門の需要が前期

並みに推移する中で拡販に努めたことにより予想を上回る見込みとなりました。一方で今後は価格競争の激化、

原材料価格の上昇も見込まれ、またホテル事業につきましては新型コロナウイルス感染症による低稼働率からの

回復が不透明であります。その結果、下記のとおり修正いたしました。

　 2022年３月期 通期連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 68,000 5,600 6,100 4,000 208.62

今回発表予想（B） 70,000 6,000 6,500 4,400 229.59

増減額（B-A） 2,000 400 400 400 ―

増減率（％） 2.9 7.1 6.6 10.0 ―
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 36,342 40,081

受取手形及び売掛金 17,589 ―

受取手形、売掛金及び契約資産 ― 16,020

電子記録債権 2,038 2,780

商品及び製品 2,710 2,636

仕掛品 26 47

原材料及び貯蔵品 832 836

その他 535 753

貸倒引当金 △1 △2

流動資産合計 60,073 63,153

固定資産

有形固定資産 15,851 15,803

土地 7,380 7,382

その他 8,470 8,420

無形固定資産 1,034 1,085

投資その他の資産 20,999 23,619

投資有価証券 19,787 22,502

その他 1,224 1,127

貸倒引当金 △12 △10

固定資産合計 37,885 40,508

資産合計 97,958 103,662
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,519 8,325

電子記録債務 5,798 6,552

短期借入金 36 36

未払法人税等 1,038 1,271

工事損失引当金 74 214

保証工事引当金 27 14

その他 5,660 5,476

流動負債合計 21,153 21,890

固定負債

長期借入金 206 188

役員退職慰労引当金 561 564

退職給付に係る負債 1,055 1,074

保証工事引当金 114 114

建物解体費用引当金 100 100

その他 6,185 6,906

固定負債合計 8,223 8,948

負債合計 29,377 30,839

純資産の部

株主資本

資本金 2,146 2,146

資本剰余金 2,259 2,259

利益剰余金 55,940 58,297

自己株式 △5,505 △5,509

株主資本合計 54,839 57,192

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,273 14,133

その他の包括利益累計額合計 12,273 14,133

非支配株主持分 1,468 1,496

純資産合計 68,581 72,822

負債純資産合計 97,958 103,662
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 33,225 36,715

売上原価 26,891 29,990

売上総利益 6,334 6,724

販売費及び一般管理費 2,634 2,804

営業利益 3,699 3,920

営業外収益

受取配当金 237 214

為替差益 ― 25

その他 86 96

営業外収益合計 323 336

営業外費用

為替差損 63 ―

その他 12 20

営業外費用合計 75 20

経常利益 3,948 4,236

特別利益

固定資産売却益 2 3

特別利益合計 2 3

特別損失

固定資産除売却損 8 4

その他 ― 17

特別損失合計 8 22

税金等調整前四半期純利益 3,941 4,217

法人税、住民税及び事業税 1,275 1,342

法人税等調整額 △11 △37

法人税等合計 1,264 1,304

四半期純利益 2,677 2,912

非支配株主に帰属する四半期純利益 56 33

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,621 2,879
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 2,677 2,912

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,233 1,864

その他の包括利益合計 2,233 1,864

四半期包括利益 4,911 4,777

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,846 4,739

非支配株主に係る四半期包括利益 64 37

　



三谷セキサン株式会社(5273) 2022年３月期 第２四半期決算短信

－7－

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、従来、別個の取引として識別していた同一の契約に係るコンクリートパイル製品の販売と請負

工事を単一の履行義務として識別し、契約における履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を

認識する方法に変更しております。また、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、見積総原価に対す

る実際原価の割合（インプット法）によっております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及的に適用した場合の累積的影響額を、

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりま

す。

収益認識会計基準等の適用による、当第２四半期連結累計期間の損益及び期首利益剰余金に与える影響は軽

微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表

示しております。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会

計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係

る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に

与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結損益
計算書計上額

（注3）コンクリート
二次製品関連

情報関連 計

売上高

　外部顧客への売上高 27,165 3,537 30,703 2,522 33,225 ― 33,225

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

11 ― 11 121 133 △133 ―

　 計 27,177 3,537 30,714 2,644 33,358 △133 33,225

セグメント利益 3,363 228 3,592 459 4,051 △351 3,699

（注）1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境衛生部門、ホテル部門、技術
提供収入部門、不動産賃貸収入部門及び太陽光発電収入部門が含まれております。

2.セグメント利益の調整額△351百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用
は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

3.セグメント利益の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結損益
計算書計上額

（注3）コンクリート
二次製品関連

情報関連 計

売上高

顧客との契約から生
じる収益

30,965 2,918 33,883 2,831 36,715 ― 36,715

外部顧客への売上高 30,965 2,918 33,883 2,831 36,715 ― 36,715

セグメント間の内部
売上高又は振替高

27 ― 27 121 148 △148 ―

　 計 30,992 2,918 33,911 2,953 36,864 △148 36,715

セグメント利益 3,620 154 3,775 488 4,264 △343 3,920

（注）1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境衛生部門、ホテル部門、技術
提供収入部門、不動産賃貸収入部門及び太陽光発電収入部門が含まれております。

2.セグメント利益の調整額△343百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用
は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

3.セグメント利益の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２.報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関

する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損益の算定方法を同様に変更しております。

　 なお、本会計基準の適用による当第２四半期に係る四半期連結財務諸表に与える影響額については軽微でありま

す。

　


